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政策４-８ スポーツ・文化芸術を振興する 

政策の方向性 
  経済的な豊かさだけではなく、健康的でうるおいのある質の高い暮らしを求めて、スポーツや文化に親し

みたいというニーズが高まっています。本市では、「音楽のまち・かわさき」など、これまで培われてきたスポー
ツ・文化芸術活動が定着するとともに、世界的に評価の高い施設や市⺠に親しまれる多くの施設があり、
これらを地域資源として活かすことは、市⺠同⼠の交流や⼼豊かで温かなコミュニティの形成、さらには
都市としての魅⼒向上にもつながります。 

  こうしたことから、東京 2020 オリンピック・パラリンピックや市制 100 周年を契機として、スポーツ・文化芸
術活動を通じて市⺠が感動を分かち合うとともに、こうした活動をさらに促進することで、⾃ら暮らすまち
に抱く愛着と誇りを次世代に継承していきます。 

（川崎市基本計画） 

 

市⺠の実感指標 
市⺠の実感指標の名称 

（指標の出典） 
計画策定時 

（H27）[2015] 
現状 

（R1）[2019] 
目標 

（R7）[2025] 

スポーツの盛んなまちだと思う市⺠の割合 
（市⺠アンケート） 47.6% 58.6% 55%以上 

＜60％以上＞ 
文化・芸術活動の盛んなまちだと思う市⺠の割
合 
（市⺠アンケート） 

48% 48.5% 55%以上 

＜ ＞内数値は、第３期実施計画策定時に設定したチャレンジ目標 

 

施策の体系 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3 

1 

政策４-８ スポーツ・文化芸術を振興する

施策4-8-1  スポーツのまちづくりの推進

施策4-8-2 市⺠の文化芸術活動の振興

施策4-8-3 音楽や映像のまちづくりの推進
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施策4-8-1 スポーツのまちづくりの推進 
 

          
 

これまでの主な取組状況 
 競技性の高い種目やウォーキングなどの軽い運動、日常

⽣活で意識的に⾏う⾝体活動といったスポーツについて、
「スポーツ推進計画」に基づき、⾝近な地域で気軽に健
康づくりができる機会を増やすため、スポーツ協会などの
関係団体との連携のもと、各種スポーツ大会やスポーツ
教室、スポーツフェスタなどのスポーツ体験イベントの実施、
レクリエーション活動の推進、スポーツセンターの管理運
営などの取組を進めています。 

 障害の有無に関わらず誰もがスポーツに親しむことができ
る環境づくりを進めるため、障害者スポーツ協会などと連
携してパラスポーツの振興や普及促進、指導者の育成
などに取り組んでいます。 

 スポーツを通して仲間とふれあい、地域での交流を楽しめ
るまちづくりを進めるため、スポーツ推進委員による地域ス
ポーツ活動の支援や、総合型地域スポーツクラブの育成
支援などに取り組んでいます。 

 川崎フロンターレや川崎ブレイブサンダース、NECレッドロ
ケッツなど、川崎で活躍するトップチーム・トップアスリートの
プレーを間近に観る機会を提供するとともに、地域イベン
トへの参加や地域貢献活動の輪を広げていくことで、スポ
ーツを通して市⺠が川崎の魅⼒を楽しみ、シビックプライ
ドを感じることができるスポーツのまちづくりを進めていま
す。 

 ブレイキンやBMX、スケートボードなどの若者による文化
を活⽤し、「若い⼈が多い」「若者による文化が盛んであ
る」という本市の特徴を踏まえ、若い⼈たちが集い、⾃ら
の可能性を広げるための環境づくりを進めています。 

 
  

NEC レッドロケッツによるふれあいスポーツ教室 

1 

INTERNATIONAL STREET FESTIVAL 
KAWASAKI 2020 

障害者スポーツ大会（陸上・スラローム競技） 
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施策の主な課題 
 市⺠の誰もが⾝近な場所でいつでもスポーツに接することができ、スポーツを⾝近に感じることができるよ

う、スポーツを「する」「みる」機会をより充実させるための取組を推進する必要があります。 

 スポーツが地域に根づき、地域で⾃主的なスポーツ活動を活性化させていくため、スポーツ活動を「ささえ
る」担い手を充実させるための取組を推進する必要があります。 

 ⾝近なスポーツ環境の充実に向けて、スポーツ施設の整備状況や⽼朽化等の状況、本市の特性を踏
まえて、スポーツ活動の推進に必要な場を持続可能な形で提供していくための取組について検討を進め
る必要があります。 

 「障害などの有無にかかわらず誰もがスポーツ・運動に親しんでいるまち」の形成をめざして、パラスポーツ
をより一層推進する必要があります。 

 「若者による文化が盛んである」という本市の特徴を踏まえ、若い⼈たちが集い、⾃らの可能性を広げる
ため、市内における各種大会の開催支援・誘致や体験会の開催、施設整備に向けた取組等を通じて、
若者文化の盛り上げを推進していく必要があります。 

 

施策の方向性 
 
  年齢や性別、障害の有無などにかかわらず誰もが⾝近な地域でスポーツに親しむまちの形成に向

けた、スポーツを「する」「みる」「ささえる」機会の充実と活動の場の持続可能な提供 

  障害などの有無にかかわらずスポーツを共に楽しみ、自分らしく暮らせるまちの形成に向けたパラス
ポーツの更なる推進 

  新型コロナウイルス感染症など本市を取り巻く環境の変化やそれに伴うスポーツのあり方を踏まえた
多様なスポーツ施策の展開 

  若者文化を活⽤した、若い⼈たちが集い、自らの可能性を広げるための環境づくりの推進 

 
 

直接目標 
  スポーツを⾝近に感じ、楽しむ市⺠を増やす 

  

2 

3 

4 
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主な成果指標 

 
※ 令和 2（2020）年度は大会が中⽌となったことから、令和元（2019）年度実績値を記載しています。 
 

計画期間の主な取組 

 

名　　　　　称
（指標の出典） 計画策定時 現　　　　　状 第１期実施計画期間

における目標値
第２期実施計画期間

における目標値
第３期実施計画期間

における目標値

54 ％以上
（平成27（2015）年度） （令和2（2020）年度） （平成29（2017）年度） （令和3（2021）年度） （令和7（2025）年度）

週１回以上のスポーツ実施率
（市⺠アンケート）

34.8 ％ 50.4 ％ 36 ％以上 42.5 ％以上

35 ％以上
（平成27（2015）年度） （令和2（2020）年度） （平成29（2017）年度） （令和3（2021）年度） （令和7（2025）年度）

年１回以上の直接観戦率
（市⺠アンケート）

30.4 ％ 23.4 ％ 31 ％以上 33 ％以上

10 ％以上
（平成27（2015）年度） （令和2（2020）年度） （平成29（2017）年度） （令和3（2021）年度） （令和7（2025）年度）

スポーツを支える活動に年１回以
上参加した⼈の割合
（市⺠アンケート）

5.7 ％ 6.1 ％ 6 ％以上 8 ％以上

（令和7（2025）年度）

276万 ⼈以上
（平成26（2014）年度） （令和2（2020）年度） （平成29（2017）年度） （令和3（2021）年度） （令和7（2025）年度）

スポーツセンター等施設利⽤者数
（市⺠文化局調べ）

2,618,847 ⼈ 123.9 万⼈ 263万 ⼈以上 276万 ⼈以上

％ ％以上
（令和元（2019）年度） （令和7（2025）年度）

障害者の週1回以上のスポーツ実
施率
（市⺠文化局調べ）

第３期実施計画
から新たに設定

32.0 ー ー 36

⼈ ⼈※ ⼈以上 ⼈以上 ⼈以上
（平成26（2014）年度） （令和元（2019）年度） （平成29（2017）年度） （令和3（2021）年度）

市障害者スポーツ大会競技参加
者数
（市⺠文化局調べ）

359 422 383 415 447

●「スポーツ推進計画」に基づく取組の推進

●スポーツを「する」⾝近な環境づくり

●各区における地域スポーツ活動の推進

●総合型地域スポーツクラブの活動支援及び自主的運営に向けた育成支援

・スポーツ協会の機能強化に向けた運営体制の調整

・次世代アスリートの強化支援、スポーツ指導者の派遣、競技指導者等の育成支援R2スポーツ⼈材と連携
した事業の参加⼈
数︓506⼈

R2障害者スポーツ大
会参加者数︓0⼈
（中⽌）

・活動の支援
・育成事業の実施

R2体験講座等開催
件数︓26件
R2ボッチャ体験会開催
数︓20回

・初級障がい者スポーツ指導員養成講習会の実施

R2講習会受講者
数︓25⼈

事業推進
・スポーツ推進委員育成事業の実施

・川崎国際多摩川マラソンの開催、ボランティア等の充実に向けた多様な主体と連携した取R2多摩川マラソン参
加者数︓1,421⼈
（オンライン開催）

・市内企業等のスポーツ施設の市⺠開放
・スポーツフェスタなどのスポーツ体験イベントの開催等、スポーツ関係団体等と協働・連携し
  た、市⺠のスポーツ活動の促進
・スポーツを通じた市⺠の健康づくりの取組の検討・実施

・市障害者スポーツ大会の開催
・パラスポーツ推進に向けた小・中学校や高齢者施設などでの体験講座等の取組の実施
・ボッチャの普及に向けた取組の推進

・各種スポーツ大会等の開催

・総合型地域スポーツクラブの支援

・スポーツの活動の場の持続可能な提供に向けた取組の実施

　組の実施

地域スポーツ推進事業
・スポーツ推進委員による地域スポーツ活動の支援

R2スポーツ大会開催
回数︓22回
⺠間施設開放（5施
設）

R2クラブ加⼊者数︓
3,945⼈

●選手・指導者などのスポーツ⼈材と連携した事業の実施

●パラスポーツの普及・促進に向けた取組の推進

スポーツを通して仲間とふれあ
い、地域での交流や健康づく
りが楽し める環境づくり のた
め、地域活動の支援や総合
型地域スポーツクラブの育成
を支援します。

・スポーツ推進委員の充実に向けた取組の検討・実施

事務事業名
現状 事業内容・目標

令和３（2021）
令和４（2022）〜７（2025）年度

令和８（2026）
年度 年度以降

市⺠スポーツ推進事業
事業推進・計画に基づく取組の推進・第２期推進計画の

策定（予定）
「スポーツ推進計画」に基づ
き、市⺠大会や大規模スポー
ツ大会を実施する など 、ス
ポーツを「する」「みる」「ささえ
る」環境づくりを進めます。
また、パラスポーツの振興や普
及・促進に向けた取組を推進
します。

6 

5 
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●かわさきスポーツパートナー等との協働・連携による本市の魅⼒発信

●Ｊリーグクラブと連携した魅⼒ある地域づくりの推進

●アメリカンフットボールを活⽤したまちづくりの推進

●公式戦などへの市⺠招待の実施

●若者文化の発信によるまちづくりに向けた機運醸成等の取組

●スポーツセンター等の運営によるスポーツに親しむ環境づくりの推進

●計画的な施設の補修等の推進

●カルッツかわさきのホールの運営による文化芸術活動等の機会の提供

・新たな認証制度
「（仮称）かわさきス
ポーツアンバサダー認証
制度」の創設及び運⽤

本市をホームタウンとして活躍
するトップチームやトップ アス
リートを「かわさきスポーツ パー
トナー」に認定するなど、多様
な主体と協働・ 連携しながら
スポーツ を通して 本市 の魅
⼒・活⼒を高めるまちづくりを
進めます。

・スポーツ教室及びイベ
ント等の実施

・とどろきアリーナの管理運営及び等々⼒緑地再編整備事業の実施に伴う一体管理の開始
・カルッツかわさきの管理運営及び管理運営に係るPFI導⼊の検討

・川崎ブレイブサンダースをはじめとするかわさきスポーツパートナー等による地域イベント、地
域貢献活動への参加による魅⼒発信

令和３（2021）
令和４（2022）〜７（2025）年度

ホームタウンスポーツ推進
事業

事務事業名

・世界的な大会の誘致及び開催支援
・INTERNATIONAL STREET FESTIVALの開催支援

・パリ2024オリンピック競技大会を活⽤した機運醸成
・河川敷や公園などを活⽤した日常・非日常の施設整備に向けた取組

・大会誘致及び開催
支援に向けた取組
・施設整備に向けた取
組の実施

市⺠の⼼⾝の健全な発達や
スポーツの普及に向け、子ども
から高齢者まで、障害のある
なしに関わらず、⾝近な場所
でスポーツに親しめる環境づく
りに取り組みます。

・多様な主体と連携し、アメリカンフットボールの市⺠認知度向上に向けた取組
・競技普及を目的とした選手やチアリーダーの地域イベントへの参加
・フラッグフットボール等の普及に向けた巡回教室、大会の開催

ブレイキンやBMX、スケート
ボードなどの若者による文化を
活⽤し、「若い⼈が多い」 「若
者による文化が盛んである」と
いう本市の特徴を踏まえ、若
い⼈たちが集い、⾃らの可能
性を広げるための環境づくりに
向けた取組を進めます。

・（仮称）かわさきスポーツアンバサダー認証制度の運⽤

R2ふれあいスポーツ教
室開催回数︓0回
（中⽌）

R2巡回教室、大会開
催回数︓118回

・スポーツセンター等の指定管理者による管理運営及び新たな指定管理者の募集・選定

・体育室・トレーニング
室などの利⽤提供の推
進

・かわさきスポーツパートナーのホームゲームへの市⺠招待

事業推進

事業推進

現状 事業内容・目標

年度以降
令和８（2026）

・スポーツセンター等の体育室・トレーニング室などの利⽤提供の推進

・川崎フロンターレ後援会との連携による、市⺠認知度向上に向けた取組

・川崎フロンターレと川
崎区・高津区との連携
協定の締結

年度

スポーツセンター等管理
運営事業

・川崎フロンターレによる小・中学校等での巡回サッカー教室の実施
・川崎フロンターレによる地域イベント、地域貢献活動への参加

・市広報媒体の活⽤等によるかわさきスポーツパートナーのPR

・ふれあいスポーツ教室の開催

R2巡回サッカー教室開
催数︓88回

若者文化の発信事業
R2 ISF参加者数︓
2,180⼈

・指定管理者による
ホールの管理運営

・継続実施

1,065⼈（合計）
R2申込者数︓

・指定管理者によるス
ポーツセンター等の管理
運営

・継続実施

・とどろきアリーナの指定
期間の延⻑
・カルッツかわさきの管理
運営

・⽣涯スポーツの推進に向けたスポーツ教室及びイベント等の実施

・補修等の実施

事業推進
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施策4-8-2 市⺠の文化芸術活動の振興 
 

          
 

これまでの主な取組状況 
 誰もが気軽に文化芸術に触れ、多くの市⺠が文化芸術

の楽しさを感じることができるよう、市⺠が活動に参加し
やすい環境づくりを進めるとともに、市⺠、文化団体等の
多様な主体と協働・連携しながら文化芸術活動の振興
に向けた取組を進めています。 

 令和３（2021）年の東京2020オリンピック・パラリンピ
ック競技大会を契機としたかわさきパラムーブメントのレガ
シー形成に向けた取組として、障害者による文化芸術の
普及促進など障害の有無にかかわらず誰もが文化芸術
活動に取り組めるパラアートの環境づくりに向けた取組を
進めています。 

 市内の文化関連施設では、文化芸術の創造拠点や市
⺠の活動拠点、本市の魅⼒発信拠点、文化財の保存
活⽤拠点としての取組を進めています。 

 令和元年東日本台⾵による浸⽔被害により現在休館
中の市⺠ミュージアムについては、引き続き被災収蔵品
の修復等作業を進めながら、等々⼒緑地外への移転な
ど、新たな博物館、美術館の整備に向けた検討を進め
ています。 

 市⺠の郷⼟に対する愛着を高め、貴重な文化財を次世
代に継承していくため、その調査・研究や保護・活⽤等の
取組を進めています。本市初の国史跡である橘樹官衙
（たちばなかんが）遺跡群については、計画的な調査・
研究や保存活⽤計画及び整備基本計画に基づく取組
などを⾏い、市⺠にその価値を広く伝える取組を推進し
ています。 

 
 
  

発掘調査現地⾒学会（橘樹郡家跡） 

川崎・しんゆり芸術祭アルテリッカしんゆり 
日本オペラ振興会設⽴ 40 周年記念 

日本オペラ協会公演「魅惑の美⼥はデスゴッデス︕」
／藤原歌劇団公演「ジャンニ・スキッキ」（2021 年） 

ⓒ公益財団法⼈日本オペラ振興会 

1 
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施策の主な課題 
 文化芸術活動を通して、⾃由で多彩なアイデアが次々と⽣まれ、寛容で多様性のある豊かな交流によ

って新たな価値を創造し、社会的課題の解決につなげていくために、誰もが文化芸術に触れ、参加でき
る環境づくり（アート・フォー・オール）に取り組む必要があります。 

 令和６（2024）年の市制100周年や、今後の社会変容を⾒据え、市⺠、文化団体等の多様な主
体と協働・連携しながら文化芸術活動の振興をより一層図るとともに、文化芸術を通じた川崎の魅⼒
発信に取り組む必要があります。 

 令和元年東日本台⾵により市⺠ミュージアムが浸⽔し、収蔵品等が被災したことから、被災収蔵品の
修復等の作業を進めながら、さまざまな課題を整理し、新たな博物館、美術館の整備に向けた検討を
進める必要があります。 

 

施策の方向性 
 
  誰もが文化芸術に触れ、参加できる環境づくり（アート・フォー・オール）の推進 

  市制100周年や社会変容を⾒据えた、地域資源を活⽤した多様な文化芸術活動の推進 

  市内文化関連施設の効率的・効果的な運営と更なる魅⼒の発信 

  市⺠ミュージアムの被災収蔵品修復作業等の推進及び新たな博物館、美術館の整備に向けた取
組の推進 

 
 

直接目標 
  市内の文化芸術活動を推進し、⼀層市⺠に⾝近なものにする 

 

主な成果指標 

 
※ その他成果指標として「文化・芸術の環境に対する満⾜度」を設定しますが、現在調査中のため、調査結果をもとに目標値を今後設定します。 

  

名　　　　　称
（指標の出典）

20 ％以上
（平成27（2015）年度） （令和元（2019）年度） （平成29（2017）年度） （令和3（2021）年度） （令和7（2025）年度）

年１回以上文化芸術活動をする
⼈の割合
（市⺠アンケート）

14.6 ％ 13.4 ％ 16 ％以上 18 ％以上

140.5万 ⼈以上
（平成26（2014）年度） （令和2（2020）年度） （平成29（2017）年度） （令和3（2021）年度） （令和7（2025）年度）

主要文化施設の⼊場者数
（市⺠文化局調べ）

1,269,188 ⼈ 57.1万 ⼈ 135.6万 ⼈以上 140.5万 ⼈以上

計画策定時 現　　　　　状 第１期実施計画期間
における目標値

第２期実施計画期間
における目標値

第３期実施計画期間
における目標値

2 

3 

4 

5 
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計画期間の主な取組 

 
  

●文化団体等と協働・連携した鑑賞・普及事業の取組の実施

●文化、芸術等の各分野で顕著な活躍のあった個⼈・団体への市文化賞等の贈呈

●「アート・フォー・オール」に向けた取組の推進

●文化芸術振興計画（第３期）の策定

●パラアート推進事業の実施

●各種文化施設の運営支援と施設の計画的な維持・補修の実施

●総合芸術祭「川崎・しんゆり芸術祭（アルテリッカしんゆり）」の開催支援の実施

●公募市⺠と市⺠オーケストラによる「かわさき市⺠第九コンサート」の開催

●地名に関する市⺠講座や調査・研究の実施

●「文化財保護活⽤計画」に基づく文化財の調査・保護・活⽤事業の推進

●指定文化財の保存修理等の実施

●専⾨的な知識を有する文化財ボランティアの育成・確保

●埋蔵文化財の発掘調査等の実施

●「（仮称）川崎市文化財保存活⽤地域計画」の策定

市⺠の郷⼟に対する認識を
深め、地域の⼈々の⼼のより
どころとして、文化の向上と発
展に貢献するため、歴史の営
みの中で、⾃然環境や社会・
⽣活を反映し ながら、 育ま
れ、継承されてきた文化財の
適切な保存と 活⽤を進めま
す。

・小⿊恵子童謡記念
館の次期活⽤の準備

・小⿊恵子童謡記念館貸付期間の更新

R2参加者数︓
4,800⼈

R2参加者数︓0⼈
（中⽌）

R2地名講座の参加者
数︓90⼈
・『川崎地名辞典』改
訂に向けた調査・検討

事務事業名
現状 事業内容・目標

令和３（2021）
令和４（2022）〜７（2025）年度

令和８（2026）
年度 年度以降

・計画に基づく調査・保護・活⽤事業の推進 事業推進

・保存修理等実施 ・継続実施

・開催支援の実施

文化財保護・活⽤事業

・（仮称）川崎市文化財保存活⽤地域計画の策定・推進
向けた課題整理

事業推進
・川崎市文化財団と協働・連携した各種文化芸術事業の実施

・運営支援、維持補修の継続実施・ラゾーナ川崎プラザソ
ル等の運営支援、維
持・補修の実施

・活動支援の実施

・日本地名研究所と連携した地名講座（現地探訪も含む）の実施
・市制100周年を記念した「川崎地名辞典」の改訂・発⾏

・保護・活⽤事業への
ボランティアの参加

・文化財ボランティア講座の実施と活動の支援

・調査実施 ・継続実施

市⺠の参加と文化芸術活動
団体等との協働・連携によ
り、障害の有無や年齢などに
関わらず、誰もが気軽に文化
芸術に触れ、より多くの市⺠
が文化芸術の楽しさを享受
し、本市に愛着と誇り を持
ち、創造的で⼈間らしく 感性
豊かに暮らせる地域づくりを進
めます。

・ソフト・ハード両面における地域資源を活⽤した文化振興の取組

・プラットフォームの運営
支援
・展覧会の開催支援

・パラアートプラットフォームの運営支援の実施
・Colorsかわさき展の開催支援

・文化芸術事業の実
施
・文化振興の取組

・市文化賞等の受賞
者の選考及び贈呈式
の開催

・継続実施

・取組の検討 ・アーティスト、開催団体等の多様な主体と連携した取組の実施

・策定に向けた検討及び計画の策定

・文化振興団体などの活動に対する支援
市⺠文化活動支援事業

・イベントの開催

・計画に基づく調査・保
護・活⽤事業の実施

・「文化財保護活⽤計画」の総括と「（仮称）川崎市文化財保存活⽤地域計画」策定に

6 
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●東海道川崎宿の歴史・⺠俗資料の展⽰等による地域と連携した江⼾文化の発信

●東海道川崎宿起⽴400年を契機とする地域活動の支援や地域交流拠点としての取組の推進

●計画的な施設の補修等の推進

●被災収蔵品の応急処置作業と修復作業の実施

●展覧会及び教育普及事業の実施

●新たな博物館、美術館の整備に向けた取組の推進

●⼤⼭街道に関する⺠俗等に関する資料、郷⼟にゆかりのある⼈の美術、文学等の作品の展⽰

●⼤⼭街道に関する地域の文化活動への支援や地域団体と連携した⼤⼭街道の魅⼒を発信する取組の推進

●計画的な施設の補修等の推進

●健康増進に資する教室や文化教養に関する講座の開催

●プール・体育館などの利⽤提供の推進

●市⺠の相互の交流推進に向けた⾏事等の実施

●計画的な施設の補修等の推進

●⽼朽化等を踏まえた今後の方向性の検討

令和３（2021）

・サポーターズクラブまつ
りやふるさと館まつり、
体験講座の実施

・地域団体と連携した大⼭街道の魅⼒を発信する取組の推進

R2施設・設備利⽤者
数︓81,891⼈

・利⽤提供の推進

R2⾏事等参加者
数︓3,018⼈

・補修等の実施 ・継続実施

・企画展の実施及び伝統芸能や講演会等の文化イベントの開催23,277⼈

市⺠プラザ管理運営事業

⼤⼭街道ふるさと館管理
運営事業

令和元年東日本台⾵により
施設や収蔵品等が被災した
ことから、被災収蔵品の修復
等作業に比重を置いて活動
するとともに、アウトリーチ等に
より博物館、美術館活動を
継続しながら、新たな博物
館、美術館の整備に向けた
取組を推進します。

・地域活動の支援や地
域交流拠点としての取
組の実施

R2利⽤者数︓ 事業推進

・継続実施

R2事業参加者数︓
4,118⼈

大⼭街道の歴史・文化を学
び、文化活動を通じて地域の
交流や活性化を 図るため、
「大⼭街道ふるさと館」 を運
営します。

東海道かわさき宿交流館
管理運営事業

・修復作業等の実施

事業の実施

市⺠ミュージアム管理運
営事業

・継続実施

事務事業名
現状 事業内容・目標

・大⼭街道に関する地域の文化活動への支援の実施

R2来館者数︓ ・大⼭街道に関する歴史・⺠俗資料等の展⽰
47,632⼈

・「新たな博物館、美
術館の基本的な考え
方」の策定

・基本構想や基本計画の策定など、整備に向けた取組の推進

・補修等の実施

・企画展、講座等の開
催

年度以降

事業推進

・検討の実施

・継続実施

令和８（2026）

・アウトリーチによる社会科教育推進事業等の実施

・東海道川崎宿起⽴400年に関する取組及び東海道かわさき宿交流館10周年記念

・継続実施

・地域と連携した江⼾文化の発信の実施

・市内他施設を利⽤した展覧会の開催

令和４（2022）〜７（2025）年度

東海道川崎宿の歴史、文化
を学び、後世に伝え、地域活
動・地域交流を推進すること
で、文化芸術活動を通した
市⺠相互の交流を進めるた
め、「 東海道かわさき宿交流
館」を運営します。

文化・教養に関する講座や
健康増進のための教室等の
開催、市⺠相互の交流機会
を促進するため、「市⺠プラ
ザ」を運営します。

事業推進

年度

R2展覧会来場者
数︓5,298⼈

・補修等の実施

・⾏事等の実施

・講座の開催 事業推進R2講座参加者数︓
8,264⼈

391



 
施策 4-8-2 市⺠の文化芸術活動の振興 

 

政
策
体
系
別
計
画 

総 

論 

10
年
戦
略 

基
本
政
策
１ 

基
本
政
策
２ 

基
本
政
策
３ 

基
本
政
策
４ 
基
本
政
策
５ 

区
計
画 

進
行
管
理
・
評
価 

 
  

●「国史跡橘樹官衙遺跡群保存活⽤計画」に基づく保存管理・活⽤の実施

●市⺠との協働による史跡環境の整備・維持の推進

●橘樹官衙遺跡群の調査・研究の推進

●藤⼦・Ｆ・不⼆雄の作品及び資料の展⽰

●藤⼦・Ｆ・不⼆雄ミュージアムの魅⼒を国内外へ発信する取組の推進

●生田緑地における他美術館や博物館と連携した取組の推進

●計画的な施設の補修等の推進

●岡本太郎の美術作品及び資料等の展⽰、教育普及事業の実施

●生田緑地の他施設と連携した取組

●SNS等を活⽤した国内外に向けた情報発信

●作品や資料のデジタル化（デジタルアーカイブ）事業の早期推進

●計画的な施設の補修等の推進

藤⼦・Ｆ・不⼆雄ミュージ
アム事業

本市ゆかりの漫画家、藤子・
Ｆ・不⼆雄の作品に込められ
たメッセージを幅広い世代に伝
えることで、文化芸術の振興
や、本市の魅⼒を増進す るた
め、「藤子・ Ｆ・不⼆雄ミュー
ジアム」を運営します。

古代川崎の歴史的文化遺
産を後世まで継承するため、
市内で初めて国史跡に指定
された「橘樹官衙（たちばな
かんが）遺跡群」 （橘樹郡
家跡と影向寺遺跡）の保存
整備・活⽤・調査研究を進め
ます。

橘樹官衙遺跡群保存整
備・活⽤事業

・指定管理者のネットワークを活かしたミュージアムのPR、区⺠祭等の地域イベントへのPRブー
ス出展

R2⼊館者数︓

・継続実施

岡本太郎美術館管理運
営事業

・展覧会の開催及び関
連したイベント及びワー
クショップ等の実施
・学校・団体利⽤等に
よる教育普及事業の
実施

・教育普及事業の継続実施

・カフェ＆ショップの各種フェアと連動した広報の実施

・補修等の実施 ・継続実施

・保存管理の実施

・季節に合わせた展⽰等の実施

・イベント及びワークショップ等の継続実施

・情報発信 ・SNSによる最新情報発信

・デジタル化の推進 ・継続実施

・調査及び研究の継続

R2⼊館者数︓

・市⺠との協働による環境保全・維持管理の推進

●「国史跡橘樹官衙遺跡群整備基本計画」に基づく整備の推進
・基本・実施設計 ・計画に基づく整備の推進

・調査及び研究

・補修等の実施 ・継続実施

・広報の実施
・PRの実施

本市ゆかり の芸術家、岡本
太郎の美術作品や資料を展
⽰することで、市⺠の美術に
関する創造的活動を 促進
し、市⺠文化の振興を図るた
め、近現代美術を扱う 美術
館として「岡本太郎美術館」
を運営します。

・連携した取組実施

・史跡指定地の公有
地化の推進
・橘樹官衙遺跡群活
⽤事業の実施

・環境保全・維持管理
の実施

令和８（2026）
年度

・開館10周年記念事
業の実施

事務事業名
現状

令和３（2021）
令和４（2022）〜７（2025）年度

事業内容・目標

・情報発信

・岡本太郎の美術作品及び資料等の展⽰ 事業推進
59,049⼈

・継続実施

年度以降

事業推進

事業推進
154,349⼈

・計画に基づく保存管理・活⽤の推進

・連携した取組実施 ・継続実施
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●江⼾時代の古⺠家の野外展⽰

●伝統的生活文化に関する企画展⽰及び各種講座等による教育普及事業の実施

●観光客の積極的誘致に向けた広報活動の実施

●文化財建造物・⺠具などの保存整備と調査研究

●生田緑地における他博物館や美術館と連携した取組の推進

●「（仮称）川崎市⽴⽇本⺠家園運営基本方針」の策定

●計画的な施設の補修等の推進

●「⻘少年科学館運営基本計画」に基づく事業推進

●自然・天文・科学の３分野の実物・標本・模型などの資料展⽰

●自然観察教室や科学実験教室など、体験を通した教育普及の取組の推進

●プラネタリウムを活⽤した天文知識の普及啓発の実施

●ボランティア、市⺠活動団体等の育成・支援

●生田緑地における他博物館や美術館と連携した取組の推進

●計画的な施設の補修等の推進

・プラネタリウムを活⽤し
た事業の実施

・文化財建造物の維
持管理

・文化財建造物・⺠具等の保存整備、園内の環境整備及び収蔵資料等の整理・調査

・古⺠家耐震補強⼯
事の実施

国・県・市の指定文化財25
件を有す る日本有数の古⺠
家の野外博物館とし て、その
貴重な文化財を 適切 に保
存・活⽤し、市⺠の文化・学
術・教育の向上を図るため、
「日本⺠家園」を運営しま
す。

⽇本⺠家園管理運営事
業

事務事業名

研究の推進

・連携事業の実施 ・連携事業の充実

・広報活動の実施

・企画展⽰及び教育
普及事業の実施

・企画展⽰及び各種講座等教育普及事業の充実

・方針策定に向けた調
査の実施

・「第２期⻘少年科学館運営基本計画」の策定及び計画に基づいた事業推進

・方針の策定及び方針に基づいた事業推進

・資料の整理・調査研
究

・園内の環境整備

・補修等の実施

・古⺠家の野外展⽰の実施

・国内外に向けた広報活動の強化

・継続実施

・連携事業の充実

・教育普及事業の実
施

・継続実施

・継続実施

・補修等の実施 ・継続実施

事業推進

年度 年度以降

現状 事業内容・目標
令和３（2021）

令和４（2022）〜７（2025）年度
令和８（2026）

・資料展⽰の実施

R2利⽤⼈数︓
68,267⼈

⻘少年科学館管理運営
事業

事業推進

R2利⽤者数︓
178,245⼈

・事業推進

・天文サポーター研修
会等の実施や団体支
援

・研修会の実施等によるボランティアの育成や団体支援

・連携事業の実施

⾃然・天文・科学の各分野に
おいて、市⺠への科学知識の
普及啓発や科学教育の振興
のため、市内唯一の⾃然科
学系の登録博物館として、
「⻘少年科学館」（かわさき
宙と緑の科学館）を運営し
ます。
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●小劇場や映像館を活⽤した芸術文化の鑑賞会等の開催

●市⺠の芸術文化の創造や交流の促進に向けた各種研修やワークショップ等の実施 

●⻘少年を含む市⺠参加型の地域劇団による公演開催の支援の実施

●地域劇団や地元音楽⼤学出⾝の若手俳優等の主催公演への起⽤によるアーティストの育成・支援の取組の推進

●新百合ヶ丘駅周辺の文化施設等との連携による取組の推進

●計画的な施設の補修等の推進

アートセンター管理運営
事業

・補修等の実施 ・継続実施

・昭和音楽大学の指
導者や卒業⽣を起⽤
した主催公演の実施
等

・作品の上映等の継続実施

・育成・支援 ・継続実施

・バリアフリー上映の実施

・日本映画大学の学
⽣が制作した作品の上
映等

・支援の実施 ・継続実施

R2利⽤者数︓ ・音楽、演劇、ダンス、伝統芸能などの舞台公演開催、映画などの映像作品の上映

・講座等の開催 ・継続実施

事業推進

芸術文化の創造・発信・交
流を促進す るとともに、芸術
文化の鑑賞の機会を提供す
ること で、市⺠の芸術文化の
発展に寄与するための創造・
発信拠点とし て「ア ートセン
ター」を運営します。

・主催公演の実施等の継続実施

34,474⼈

事務事業名
現状 事業内容・目標

令和３（2021）
令和４（2022）〜７（2025）年度

令和８（2026）
年度 年度以降
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施策4-8-3 音楽や映像のまちづくりの推進 
 

          
 

これまでの主な取組状況 
 本市のフランチャイズオーケストラである東京交響楽団や

市内２つの音楽大学、４つの市⺠オーケストラ、100 
を超える市⺠合唱団や企業の吹奏楽団など多様な主
体と連携しながら、「かわさきジャズ」や「プラチナ音楽祭」、
「アジア交流音楽祭」などの魅⼒ある音楽事業の実施及
び開催の支援を⾏い、幅広い世代の市⺠が⾝近に音
楽を楽しめる環境づくりに取り組んでいます。 

 国際的評価が高く、「音楽のまち・かわさき」の中核施設
であるミューザ川崎シンフォニーホールについては、海外著
名オーケストラによる公演、フェスタサマーミューザ等の主
催事業や、「名曲全集」等の東京交響楽団との共催事
業による良質な音楽の鑑賞の機会を市⺠に提供すると
ともに、「音楽のまち」の裾野を広げることを目的としたアウ
トリーチ事業等の取組を進めています。また、新型コロナ
ウイルス感染症に対し、必要な感染症対策を適切に実
施するとともに、オンライン事業など環境変化に則した事
業に取り組んでいます。 

 映像のまち・かわさき推進事業では、市内４つのシネマコ
ンプレックスや映画の単科大学といった映像資源を活かし、
教育現場及び地域における映像制作活動の支援や 
「KAWASAKIしんゆり映画祭」の開催などによるまちの魅⼒の向上、企業や団体等と連携した地域活
性化の取組を⾏うとともに、市内のさまざまな施設や場所等をロケ地として活⽤し、映画やテレビ等の映
像メディアを通して発信されることで、シティプロモーションの推進、シビックプライドの醸成を図る取組を実
施しています。 

 

施策の主な課題 
 市⺠の豊かな⼼を育み、活⼒とうるおいのある地域社会づくりを進めるため、「音楽のまち・かわさき」推

進協議会や「映像のまち・かわさき」推進フォーラムなどの関連団体とのより一層の連携のもと、市内の音
楽や映像に関する資源を活⽤し、今後の社会変容を⾒据えながら、幅広い世代の市⺠が文化芸術を
楽しめる環境づくりを進めていく必要があります。 

 映像のまちの取組については、市⺠の認知度向上に向け、市⺠向け広報の⼯夫や、地域と連携した
映像に親しむ機会の創出を進めるとともに、ロケ地活⽤のための事業者への情報提供に引き続き取り
組む必要があります。 

  

東京交響楽団 
（撮影︓池上直哉 提供︓東京交響楽団） 

小学校での映像制作授業 

1 

2 
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施策の方向性 
 
  誰もが⾝近に音楽を楽しめる環境づくりと音楽を通した活⼒とうるおいのある地域社会づくりの推

進 

  ミューザ川崎シンフォニーホールなどの音楽資源を活かした「音楽のまち・かわさき」の魅⼒の発信 

  映像資源を活かした映像文化活動支援や情報発信による、都市の魅⼒向上やシビックプライドの
醸成と次世代の映像文化の担い手の育成 

 
 

直接目標 
  音楽や映像を活⽤して、都市の魅⼒向上や地域の活性化につなげる 

 

主な成果指標 

 
 
  

名　　　　　称
（指標の出典）

30 ％以上
（平成27（2015）年度） （令和元（2019）年度） （平成29（2017）年度） （令和3（2021）年度） （令和7（2025）年度）

「映像のまち」の取組を知っていて、
評価できると回答した⼈の割合
（市⺠アンケート）

18.4 ％ 16.3 ％ 20 ％以上 25 ％以上

75 ％以上
（平成26（2014）年度） （令和2（2020）年度） （平成29（2017）年度） （令和3（2021）年度） （令和7（2025）年度）

ミューザ川崎シンフォニーホール主
催・共催公演の⼊場者率
（市⺠文化局調べ）

72.0 ％ 72.6 ％ 73 ％以上 74 ％以上

60 ％以上
（平成27（2015）年度） （令和元（2019）年度） （平成29（2017）年度） （令和3（2021）年度） （令和7（2025）年度）

「音楽のまち」の環境が充実してい
ると感じる⼈の割合
（市⺠アンケート）

53.3 ％ 51.8 ％ 55 ％以上 57 ％以上

計画策定時 現　　　　　状 第１期実施計画期間
における目標値

第２期実施計画期間
における目標値

第３期実施計画期間
における目標値

3 

4 

5 
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計画期間の主な取組 

 

●多様な活動団体等との協働・連携に向けた「音楽のまち・かわさき」推進協議会への支援

●ジャズ・フェスティバル「かわさきジャズ」の開催

●アジア諸国の⺠族音楽・舞踊等による「アジア交流音楽祭」の開催

●地方の音楽コンクールでの優秀受賞者等による公演「交流の響き」の開催

●シニア世代で構成される市内音楽団体による「プラチナ音楽祭」の開催

●東京交響楽団市内巡回コンサートの開催

●かわさき市⺠第九コンサートの開催

●姉妹都市・友好都市との音楽文化交流事業の実施

●音楽ホールを活⽤したクラシックオーケストラ等による音楽鑑賞機会の提供

●本市の都市イメージの向上とシビックプライドの醸成に向けたミューザ川崎シンフォニーホールの国内外への魅⼒発信

●中⻑期修繕計画の改訂に向けた検討、次期⼤規模修繕の内容・時期の検討

●地域の文化拠点として、音楽分野の裾野を広げる事業の展開

R2⼊場者数︓0⼈
（中⽌）

R2⼊場者数︓0⼈
（中⽌）

・オーストリア・ザルツブルク市及びドイツ・リューベック市との周年記念事業等にあわせたイベント・オーストリア・ザルツブ
ルク市及び中国・瀋陽
市との交流事業の実施

・コンサートの開催

R2参加者数︓0⼈
（中⽌）

事務事業名
現状 事業内容・目標

令和３（2021）
令和４（2022）〜７（2025）年度

令和８（2026）
年度 年度以降

・支援の実施 事業推進
多様な活動団体等と協働・
連携しながら、誰もが⾝近に
音楽を楽し める環境づくりを
進めることで、ま ちに音楽があ
ふれ市⺠の豊かな⼼を育み、
活⼒ある地域社会づくり を進
めます。

R2⼊場者数︓ ・「かわさきジャズ」の開催

・継続実施
音楽のまちづくり推進事業

・「アジア交流音楽祭」の開催

16,422⼈

事業推進

・⼈材育成や教育プロ
グラム等、事業の検討
及び実施

・シンフォニーホールの魅
⼒発信

・継続実施

・継続実施

・維持補修等の実施

　の実施コンサートの開催

150⼈

29,904⼈

R2開催回数︓5回

R2⼊場者数︓ ・海外著名オーケストラや東京交響楽団によるコンサートの開催

・コンサートの開催

・「プラチナ音楽祭」の開催

・「交流の響き」の開催R2⼊場者数︓

川崎シンフォニーホール管
理運営事業

世界的な音楽家の指揮や演
奏など良質な音楽鑑賞の機
会や「市⺠の晴れの舞台」を
提供することで、市⺠の音楽
活動の振興を図るため、「音
楽のまち・かわさき」の中核施
設として、世界⽔準の音響性
能を有するミューザ川崎シン
フォニーホールを運営します。

・中⻑期修繕計画改
定に向けた検討
・次期大規模修繕に
向けた検討

・クラシック、ジャズ、バレエ、子どもの発表会までをそろえた夏の音楽祭「フェスタサマーミューザ」
の開催

・継続実施

・誰もが気軽に音楽に興味を持てるコンサートの開催

6 
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●「映像のまち・かわさき」推進フォーラムの活動支援を通じたまちづくりの推進

●教育現場及び地域における映像制作活動の支援

●川崎市映像アーカイブ事業の推進

●映像資源を活⽤した地域活性化の取組の推進

●魅⼒発信につながる映像作品のロケ支援とロケ地を活⽤した地域活性化等の取組の推進

●市⺠中⼼の映画祭「KAWASAKIしんゆり映画祭」の開催支援

・ロケ相談窓口設置、市内ロケ地の情報提供の実施

・フォーラムの中間支援の取組についての検討

836⼈
R2総参加者数︓

・上映会・ワークショップ等の実施

R2ロケ支援件数︓ ・ロケ支援とロケ地を活⽤した地域活性化等の取組の推進

・「KAWASAKIしんゆり映画祭」の開催支援の実施

・上映会・ワークショップ
等の実施 ・市政100周年　映像タイムカプセルの公開

・取組の検討 ・映像メディアを通じた本市の魅⼒発信

87件

事業推進

・支援の実施 ・継続実施

映像のまち・かわさき推進
事業

映像関係団体、企業、⾏政
で組織する「映像のまち・ かわ
さき」 推進フォーラムを中⼼
に、映像に関する豊富な地
域資源を活⽤し、映像に親
しむ機会の創出とまちの魅⼒
を発信することで、都市イメー
ジの向上、映像産業・ 映像
文化の振興、地域の活性化
を図ります。

事務事業名
現状 事業内容・目標

令和３（2021）
令和４（2022）〜７（2025）年度

令和８（2026）
年度 年度以降

・活動支援を通じたま
ちづくりの推進

・活動支援を通じたまちづくりの推進
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